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 再処理施設から発生する低放射性廃液の固化処理方法として、廃液中のリンを固化体の骨格に利用可能

な鉄リン酸ガラスに着目し、夾雑元素を含む廃液の溶融ガラス化試験を行うと共に、結果を評価した。 

キーワード：鉄リン酸ガラス，放射性廃棄物，夾雑元素，ガラス固化，溶融ガラス化 

1. 緒言 

 低放射性廃液の処理は、従来、セメント固化を用いることが検討されているが、リン酸イオン等が多く

含まれる廃液の処理には、セメントの凝固反応の阻害による充填率の低下等の課題があった。これまで、

本研究では、廃液中のリンを固化体骨格に利用可能な鉄リン酸ガラスに着目し、模擬廃液を用いた溶融ガ

ラス化試験を行って、処理可能であることを示してきた[1 - 4]。今回、低放射性廃液に含まれる夾雑元素を考

慮した溶融ガラス化試験を実施したため、試験結果の概要と、基盤研究で共通とした評価項目に対する評

価結果について、まとめて報告する。 

2. 溶融ガラス化試験(右図参照) 

 低放射性廃液の分析結果を参考に模擬

廃棄物の組成を設定した上で[5]、溶融ガラ

ス化試験を実施した。試験の結果、夾雑元

素を考慮しても、低放射性廃液は溶融ガラ

ス化が可能であることが分かった。 

3. 試験結果の評価(右表参照) 

 基盤研究で共通の項目について評価し

た結果、廃棄物充填率、密度(常温)、化

学的安定性については、既存の廃棄体(セ

メント固化体)を超える性能を有してい

た。一方、浸食挙動の観点で、一般的な

金属材料(NCF690、SUS304)を適用する

ことが難しいこと、均質性(ガラス化)の

観点で、溶融ガラスの冷却速度が遅い場

合に固化後のガラスが不均質となるこ

とが明らかとなった。 
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項目 

基準値※ 

評価結果 備考 L2 廃棄物 

L3 廃棄物 

L1 廃棄物 

TRU 廃棄物 

減
容
性 

廃棄物充填率 － 38wt% セメント固化体の場合、16wt% 

密度(常温) － 3.08g/cm3 セメント固化体の場合、1.9g/cm3 

揮発率 
ガラス成分 

目標組成に対して成分の著しい減
少が無いこと 

最大 6%(リン)  

対象元素 － －  

操
業
性 

溶融温度 1100℃ 1100℃(3 時間以上)  

溶融 

ガラス 

物性 

粘度 10 ～ 150poise(1100℃) 88poise  

導電率 0.2～0.7S/cm 0.19S/cm(850℃) 溶融温度(1100℃)では基準値内と予想 

密度 － －  

比熱 － －  

熱伝導率 － －  

浸食 

挙動 

レンガ 腐食の有無を確認し、必要な適用

できる溶融炉の種類や運転方法を
評価する 

腐食無し(12 時間) より長時間の試験による確認が必要 

金属 
最大 6.72mm 減肉 

(12 時間) 
一般的な材料(SUS 等)は適用が困難 

廃
棄
体
の
安
定
性 

化学的 

安定性 

短期試験 － 
< 2g/m2 

(参考値) 
最大 1.77g/m2(Na)  

中・長期 

試験 

初期溶解速度を取得し、相対的に
評価 

最大 7.3g/m2d(Na) 
高レベル廃液のホウケイ酸ガラス固化

体と同等 

均質性(ガラス化) 

結晶が無く均質であること 

但し、結晶物が存在する場合、結

晶凝集物の局所的な偏りが無く、均
質な状態であること 

降温速度が遅い場合 

(1℃/分)に結晶が析出 
降温速度を制御するための検討が必要 

結晶化 
冷却後に水溶性の結晶物の発生が

ないこと 
水溶性の結晶物無し  

固化体 

物性 

熱容量 － －  

熱伝導度 － －  

熱膨張係数 － －  

機械強度 － －  

表 夾雑元素を含む溶融ガラス化試験の評価結果 

図 夾雑元素を含む模擬廃棄物の組成 
(実際に導入した夾雑元素は、毒性、放射性等を踏まえ一部を省略) 

※基準値については、本基盤研究事業で独自に設定 
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